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2008Aに採択された長期利用課題について、

2010Bに３年間の実施期間を終了しましたので、５月

に長期利用分科会による事後評価が行われました。

事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対し

ヒアリングを行った後、評価を行うという形式で実

施し、利用研究課題審査委員会で評価結果を取りま

とめました。以下に対象となる長期利用課題２課題

のうち、評価を受けた１課題の評価結果を示します。

研究内容については本誌197ページの「最近の研究

から／Long-term Report」に実験責任者による紹介

記事を掲載しています。

なお、2008Aに採択された長期利用課題２課題の

うちもう１課題については、今秋に事後評価を実施

する予定です。

〔評価〕

本課題は、制限的膜内切断（RIP）の構造生物学

的研究をテーマに、GlpG基質複合体、rhomboidプ

ロテアーゼ、S2P、SPPといった膜内在性プロテ

アーゼの構造解析とそれに基づく機能解明を目指し

た研究課題として採択された。そのうちの１つS2P

に関しては大腸菌ホモログであるRsePの細胞質領

域の構造解析に成功し、その構造に基づいて制御機

構を明らかにすることに成功した。申請者のグルー

プは他にも多くの重要な膜蛋白質の構造を明らかに

し、Nature等の高レベルのジャーナルに発表して

いる。特に、FucPおよびUraAという２つの輸送体

の構造解析は非常にインパクトの高いものとして評

価できる。しかしこれら２つの蛋白質の構造解析は

申請時のテーマとは関係が薄いことと、本来のテー

マである制限的膜内切断に関連するその他の蛋白質

については、多大な努力にも関わらず大量発現、精

製、結晶化などの問題点を解決することができず、

期間内に構造を明らかにすることができなかった点

は残念である。

一方、SPring-8を長期的かつ計画的に利用するこ

とによって、この分野において傑出した成果を挙げ

た点については評価できる。
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